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「国内流行 HIV及びその薬剤耐性株の長期的動向把握に関

する研究」に対するご協力のお願い 

 

研究代表（責任）者 宇野 俊介 

研究機関名 慶應義塾大学医学部 

（所属） 感染症学教室 

 

このたび当院では上記の医学系研究を、慶應義塾大学医学部倫理委員会の承認ならびに研究機関

の長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施します。 

今回の研究では、同意取得が困難な対象となる患者さんへ向けて、情報を公開しております。な

おこの研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプ

ライバシー保護については最善を尽くします。 

本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を「８ お問い合わせ」に示しました連絡先まで

お申し出下さいますようお願いいたします。 

 

１ 対象となる方 

これまでの間に、慶應義塾大学病院にて HIV感染症の診断、治療のため受診し、診療、検査など

を受けた方 

 

２ 研究課題名 

承認番号 20231043 

研究課題名 国内流行 HIV 及びその薬剤耐性株の長期的動向把握に関する研究 

 

 

３ 研究組織 

研究代表機関 研究代表者 

国立感染症研究所 （職位）主任研究官（氏名）菊地正 

 

共同研究機関 

 研究機関名 研究責任者 所属 職位 

1 国立感染症研究所 菊地正 エイズ研究センター 主任研究官 

2 慶應義塾大学 宇野俊介 医学部感染症学 専任講師 

3 
独立行政法人国立病

院機構東埼玉病院 
堀場昌英 呼吸器疾患部門 部長 
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4 
国立病院機構名古屋

医療センター 
今橋真弓 

臨床研究センター感染・免疫研

究部 感染症研究室 
室長 

5 
国立国際医療研究セ

ンター 
潟永博之 エイズ治療・研究開発センター センター長 

6 
国立病院機構九州医

療センター 
南留美 AIDS/HIV総合治療センター 部長 

7 
国立病院機構大阪医

療センター 
渡邊大 

臨床研究センターエイズ先端医

療研究部HIV感染制御研究室 
室長 

8 
国立国際医療研究セ

ンター病院 
増田純一 薬剤部 

医薬品情報管理室

長 

9 
千葉大学医学部附属

病院 
猪狩英俊 感染制御部 教授 

10 広島大学病院  藤井輝久  輸血部 准教授 

11 石川県立中央病院 渡邉珠代 診療部・免疫感染症科 科長・診療部長 

12 琉球大学 仲村秀太 
感染症・呼吸器・消化器内科学

（第１内科） 
助教 

13 
東京大学医科学研究

所 
古賀道子 

先端医療研究センター感染症分

野 
特任講師 

14 北海道大学 豊嶋崇徳 
大学院医学研究院 血液内科学

教室 
教授 

15 北海道医療大学 吉田繁 医療技術学部 教授 

16 横浜市立大学  中島秀明 
医学部 血液・免疫・感染症内科

学  
教授 

17 
国立病院機構仙台医

療センター 
伊藤俊広 

統括診療部 HIV/AIDS包括医

療センター 
部長 

18 帝京大学医学部 吉野友祐 微生物学講座 教授 

19 熊本大学 上野貴将 
ヒトレトロウイルス学共同研究

センター 
教授 

20 熊本大学 松下修三 
ヒトレトロウイルス学共同研究

センター 
教授 

21 愛媛大学 高田清式 
医学部附属病院地域医療支援セ

ンター 
教授 

22 新潟大学 茂呂寛 医葉学総合病院・感染管理部 准教授 

23 
東京都健康安全研究

センター 
貞升健志 微生物部 部長 
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24 
大阪健康安全基盤研

究所 
川畑拓也 微生物部 主幹研究員 

25 
福岡県保健環境研究

所 
中村麻子 保健科学部ウイルス課 研究員 

26 神奈川県衛生研究所 佐野貴子 微生物部 主任研究員 

27 東京医科歯科大学 田頭保彰 統合臨床感染症学分野 専任講師 

28 
JCHO東京山手メデ

ィカルセンター 
柳 富子 血液内科 顧問 

29 東邦大学 吉澤 定子 
医学部  臨床検査医学講座 / 

微生物・感染症学講座 
准教授 

30 東京医科大学病院 四本美保子 臨床検査医学科 専任講師 

31 
京都大学医学部附属

病院 
高折晃史 血液内科 教授 

32 茨城県立中央病院 秋根 大 内科（感染症） 部長 

33 
岐阜大学医学部附属

病院 
鶴見 寿 血液内科 医員 

34 浜松医療センター 田島靖久 感染症内科 部長 

35 
東京都立多摩総合医

療センター 
織田錬太郎 感染症内科 部長 

36 
自治医科大学附属病

院 
畠山修司 感染症科 教授 

37 
自治医科大学附属さ

いたま医療センター 
畠山修司 血液科 教授 

38 東京都立大久保病院 畠山修司 内科 医員 

39 荻窪病院 長尾梓 血液凝固科 医員 

40 
東京勤労者医療会 

東葛病院 
土谷良樹 内科 腎センター長 

 

４ 本研究の目的、方法 

我が国では、これまで 10年以上にわたり国内の HIVの流行を耐性変異の面から収集解析を続けて

きた（〜H27年度エイズ対策事業「薬剤耐性班」）、詳細かつ長期にわたるデータの蓄積があります。

本研究は、この集積データを基礎に、さらに継続して我が国の薬剤耐性 HIVの発生動向調査を主軸

として、国内で流行する HIV株の動向を分子疫学的に明らかにすることを目的としています。また

このような疫学解析を行うことで、今後ますます増加すると見込まれる海外からの HIVの広がりを

いち早く感知し、対策を講じる事も可能となることが期待されます。さらに、薬剤耐性 HIV感染拡

大阻止に向け、そして予防啓発に有益なエビデンスの創出を目的としています。 
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 本研究では、新規 HIV/AIDS診断症例を中心に、薬剤耐性変異、サブタイプ、指向性、感染時期の

推定、B 型肝炎等合併感染症など様々な側面から流行の変遷や臨床的特徴を明らかにすること、ま

た収集した HIV遺伝子配列情報と疫学情報をバイオインフォマティクス学的手法を用いて分析を行

います。 

 本研究は国立感染症研究所を主幹施設とする多施設共同研究で、全国の HIV 患者さんを対象とし

ております。当院における患者データは当院で解析を行いますが、一部のデータや残余検体は国立

感染症研究所に個人情報を削除した形で送付し、系統的に解析を行います。 

 また、ウイルスの遺伝子情報は公的なウェブサイト（DDBJ：

https://www.ddbj.nig.ac.jp/index.htmlなどを想定）などで公開される可能性があります。 

 

５ 協力をお願いする内容 

HIV 感染症のために慶應義塾大学病院を受診された患者様の診療録および処方箋、臨床検査デー

タ(血液) を確認し、情報を抽出させていただきます。また、HIV 耐性遺伝子情報や抽出された診療

情報の一部、残余検体は解析のために国立感染症研究所へ送付いたします。 

 

６ 本研究の実施期間 

研究実施許可日〜2026 年 3 月 31 日 

 

７ 外部への試料・情報の提供 

診療上取得された診療情報の一部、および残余検体を国立感染症研究所に、個人が特定できない

よう匿名化した形で CD-ROM で手渡し、もしくは電子的配信にて提供します。 

 

８ お問い合わせ 

本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。 

また本研究の対象となる方またはその代理人（ご本人より本研究に関する委任を受けた方など）

より、試料・情報の利用や他の研究機関への提供の停止を求める旨のお申し出があった場合は、適

切な措置を行いますので、その場合も下記へのご連絡をお願いいたします。 

 

慶應義塾大学医学部 専任講師 宇野俊介 

〒160-8582 東京都新宿区信濃町 35 

TEL 03-5315-4287 FAX 03-5315-4287 

e-mail: suno@keio.jp 

(電話は平日 8:30-17:00 のみ対応可能です) 

 

以上 


